
信州国際音楽村のすいせん祭信州国際音楽村のすいせん祭

3.1No.191
平成26年

 ２ 上田市長選挙・上田市議会議員一般選挙
 ６ ３月市議会定例会市長提案説明
 ８ 東日本大震災・長野県北部地震から３年
 12 キャリア教育で生きる力を育む
14 春の全国火災予防運動が実施されます
15 帰ってきたうめちゃん
 16 情報ピックアップ

 18 情報ア・ラ・カルト
 25 上田のお宝発見！
 27 情熱地域
 28 施設イベント
 30 四ツ葉スケッチ
32 読者通信

平成26年３月１日号（毎月１日・16日発行）

うえだ広報

目　 次

表紙の説明は18ページ
発行　上田市
編集　総務部広報情報課 

〒386-8601長野県上田市大手1-11-16
TEL0268・22・4100  FAX0268・23・5241

上田市役所 検 索



投
票
で
き
る
方

●
平
成
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

●
平
成
25
年
12
月
22
日
ま
で
に
上
田

市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
市

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方（
市

外
へ
転
出
し
た
方
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
）

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方

●
３
月
10
日
ま
で
に
市
内
転
居
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
居
後
の
住
所

地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
３
月
11
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届
出

を
し
た
方
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。

　

入
場
券
は
封
書
形
式
で
世
帯
ご
と

に
作
成
し
て
い
ま
す
。
宛
名
は
世
帯

主
名
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
封
書
の

内
側
に
世
帯
員
全
員（
最
大
６
名
分
）

の
入
場
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い（
７
名
以
上
の

世
帯
は
封
書
の
数
が
複
数
枚
に
な
り

ま
す
）。

投
票
所

　

投
票
所
の
場
所
は
、
入
場
券
に
記

載
し
て
あ
り
ま
す（
本
広
報
４
・
５

ペ
ー
ジ
に
市
内
の
全
投
票
所
と
対
象

自
治
会
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。
ご

確
認
の
う
え
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す（
期
日
前
投
票
は
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
）。

投
票
方
法

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
２
種
類
の
投

票
を
し
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
上
図「
投
票
の
手
順
の

例
」の
と
お
り
、

【
手
順
①
】

　

受
付
を
済
ま
せ
た
後
、

【
手
順
②
〜
④
】

　

最
初
に「
上
田
市
長
選
挙
」の
投
票

用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。
上
田
市
長

選
挙
は
、
記
号
式
投
票
と
な
り
ま
す

の
で
、
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
候

補
者
名
の
上
欄
に
記
載
台
備
え
付
け

の
ス
タ
ン
プ
で
○
印
を
押
し
て
投
票

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い（
期
日
前
投

票
お
よ
び
不
在
者
投
票
は
自
書
式
投

票
で
す
。
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
）。

【
手
順
⑤
〜
⑦
】

　

次
に「
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
」の
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。

自
書
式
投
票
に
な
り
ま
す
の
で
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
や
目
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
に

よ
り
ご
自
分
で
記
入
で
き
な
い
方
に

は
、
投
票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
投

票
用
紙
に
記
入
す
る「
代
理
投
票
」の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

上

田

市

長

選

挙

上
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　投票日／３月30日㈰
投票時間／午前７時～午後８時

　今回の選挙は、私たちにとって最も身近な上田市政に対して、自らの
意思表示を行うことができる大切な機会です。
　候補者の声にしっかりと耳を傾け、じっくり考えて投票しましょう。

※選挙公報は、新聞折込または各家庭への直接配布によりお届けします。

　  選挙管理委員会事務局　TEL23・5438
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ま
た
、
目
が
不
自
由
な
方
は
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。
受
付
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
簡
単
・
便
利

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
に
行
か
れ
な
い
方
に
は
、
投
票

日
前
に
投
票
を
済
ま
せ
る「
期
日
前

投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

入
場
券
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
た

「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
期
日
前
投
票
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

住
所
地
に
関
係
な
く
い
ず
れ
の
投

票
所
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
場　

所

　

旧
福
祉
会
館
２
階（
市
役
所
斜
め

向
か
い
側
）、各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
期　

間

　

３
月
24
日
㈪
〜
３
月
29
日
㈯

●
時　

間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
持
ち
物

　

投
票
所
入
場
券（
届
い
て
い
な
い

場
合
、
ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
）

郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

障
害
者
手
帳（
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
）を
持
っ
て
い
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と
記
載
さ

れ
て
い
る
方
は
、
在
宅
の
ま
ま
郵
送

な
ど
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
所
定

の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
次
の
30
施
設
で
は
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
な
ど
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
内
の
指
定
施
設

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
安
藤

病
院
、
千
曲
荘
病
院
、
上
田
病
院
、

小
林
脳
神
経
外
科
神
経
内
科
病
院
、

柳
沢
病
院
、
報
恩
寮
、
長
寿
園
、
室

賀
の
里
、
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
う
え
だ
敬
老
園
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
う
え
だ
敬
老
園
、
し
も
の

ご
う
敬
老
園
、
上
田
し
い
の
み
園
、

し
い
の
み
療
護
園
、
御
所
苑
、
ほ
の

ぼ
の
、
チ
ェ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
い
ず

み
の
、
ラ
イ
ズ
上
田
中
央
、
鹿
教
湯

病
院
、
三
才
山
病
院
、
丸
子
中
央
病

院
、
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
そ
よ
か
ぜ

病
院
、
ケ
ア
ま
る
こ
、
し
お
が
わ
敬

老
園
、
ベ
ル
ポ
ー
ト
ま
る
こ
東
、
ベ

ル
ポ
ー
ト
ま
る
こ
西
、
ア
ザ
レ
ア
ン

さ
な
だ
、
と
も
し
び

他
市
町
村
で
の

不
在
者
投
票

　

滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
所
定
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
投
票
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
を
新
聞
折
込
、
ま
た
は
郵

便
受
け
に
直
接
配
布
す
る
方
法
に
よ

り
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
配
布
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
上
田
市
選

挙
」で
検
索
）に
投
票
所
の
場
所
を
示

す
地
図
や
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.city.ueda.nagano.

jp/hp/sys/20091103000000674.
htm
l

）

市長選挙は記号式投票です

投票記載台備え付けの
スタンプで候補者の
氏名の上の欄に○印
を押してください。
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投票区 投　　票　　所 対象自治会

1 上田市東部保育園 上常田・中常田
下常田・北常田・常入

2 踏入公会堂 踏入・泉町
3 上田市中央公民館 材木町・愛宕町・鍛冶町

4 南天神町自治会館 南天神町・泉平
北天神町・天神の杜

5 上田市役所

松尾町・鷹匠町・本町
末広町・大手町・横町
海野町・原町・袋町
丸堀町

6 上田明照会甘露保育園

馬場町・田町
上川原柳町・下川原柳町
上鍛冶町・上房山
下房山

7 上田市立北小学校旧図工室 新田

8 北大手町会館 木町・北大手町・柳町
上紺屋町・下紺屋町

9 緑が丘会館 緑が丘・新屋・緑が丘北

10 西脇会館 鎌原・西脇・新町
諏訪部

11 上田市西部公民館 生塚・常磐町
緑が丘西・城北

12 上田市秋和児童センター 秋和
13 上田市塩尻地区公民館 上塩尻
14 下塩尻公民館 下塩尻
15 大屋公会堂 大屋
16 上青木公民館 上青木・梅が丘・久保林

17 みすず台南公民館 下青木・みすず台南
みすず台北

18 上田市下堀
コミュニティセンター 岩下・上沢・下堀・上堀

19 国分公民館 黒坪・国分

20 諏訪形公民館 小牧・諏訪形・三好町

21 上田市城下保育園 中村・朝日ヶ丘

22 須川公会堂 須川

23 御所公会堂 御所

24 中之条公会堂 中之条

25 千曲町団地集会室 千曲町

26
上田市古戦場公園
コミュニティセンター
（下之条公民館）

下之条

27 上田原自治会館 上田原

28 川辺町会館 川辺町

投票区 投　　票　　所 対象自治会
29 神畑公民館 神畑
30 上田創造館 倉升
31 上半過ふれあいセンター 半過
32 築地自治会館 築地・東築地

33 上田市川辺･泉田地区
防災センター 福田・吉田

34 伊勢山生活改善センタ－ 畑山・伊勢山・富士見台
住吉が丘

35 野竹公民館 神科新屋・野竹・西野竹
36 岩門集落センター 笹井・川原・岩門

37 上田市染屋交流センター
（染屋自治会館） 染屋

38 山口自治会館 山口・蛇沢・金井
39 上田市神科児童センター 大久保・長島・金剛寺

40
上田市農村環境
改善センター
（豊殿地域自治センター）

森・大日木・長入・宮之上
小井田・林之郷・漆戸

41 町吉田生活改善センター 中吉田・町吉田
ひかり・桜台・下吉田

42 上田市まほろばの里
交流会館 下郷・岩清水・矢沢・赤坂

43 塩田地域自治センター 上本郷・中野・学海南
学海北

44 五加自治会館 東五加・五加

45 上田市塩田北保育園 下本郷・上小島・下小島
保野

46 舞田公民館 舞田・八木沢
八舞・セレーノ八木沢

47 上田市東塩田児童センター 平井寺・鈴子・石神・柳沢
48 下之郷公民館 下之郷・桜

49 上田市塩田
構造改善センター 下組・富士山中組・奈良尾

50 西塩田会館 十人・塩田新町・東前山
西前山

51 上田市西塩田保育園 手塚・山田

52 上田市相染閣
（あいそめの湯）

野倉・分去・大湯・院内
上手

53 浦野公民館 浦野・越戸・浦野南団地
54 上田市浦里保育園 仁古田・岡・藤之木

55 上田市室賀
生活改善センター 下室賀・ひばりケ丘

56 上田市室賀
基幹集落センター 上室賀

57 小泉自治会館 小泉

投票所は次のとおりです
　お手元に郵送される投票入場券には、投票所の名称と場所の
地図が記載されています。記載されている投票所で投票してく
ださい。
※第18投票区の投票所が変更になっていますのでご注意ください。

投票所はこちらに
記載されています
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投票区 投　　票　　所 対象自治会

58 上田市鹿教湯温泉
交流センター 西内

59 平井公民館 平井

60 上田市東内保育園 荻窪・和子・下和子

61 上田市丸子文化会館 三反田・腰越

62 丸子地域自治センター 辰ノ口・海戸・沢田
八日町

63 上田市中丸子保育園 中丸子・下丸子

64 中山公民館 御嶽堂

65
上田市
コミュニティセンター
熊の森（飯沼公民館）

飯沼

66 茂沢公民館 茂沢
67 尾野山公民館 尾野山
68 上田市長瀬市民センター 上長瀬・町組・下長瀬

69 上田市
コミュニティセンター塩川 石井・狐塚

70 南方公民館 坂井・郷仕川原・南方
71 藤原田公民館 藤原田

72 上田市菅平高原
国際リゾートセンター 菅平

73 渋沢公民館 大日向（渋沢）

投票区 投　　票　　所 対象自治会
74 大日向公民館 大日向（渋沢を除く）
75 上田市真田生涯学習館 角間・横沢・真田・十林寺

76 真田地域自治センター 石舟・戸沢・つくし
横尾・四日市・荒井

77 上田市そえひ保育園 大庭・曲尾・萩

78 上田市傍陽西部地区
コミュニティセンター 入軽井沢・岡保・傍陽中組

79 横道公会堂 田中・下横道・中横道
上横道・穴沢・三島平

80 上田市本原
担い手研修センター

上原・下郷沢・中原
表木・町原

81 竹室公民館 小玉上郷沢・赤井
下塚・竹室

82 下原公民館 大畑・下原・出早
83 沖公民館 鳥屋・沖

84 上田市武石公民館 藪合・中島・七ヶ・片羽
堀之内・市之瀬

85 武石ふれあい教室 下本入・権現・下小寺尾

86 上本入生活改善センター 上小寺尾・唐沢小原
築地原・大布施巣栗・西武

87 小沢根公民館 小沢根
88 余里公民館 余里

インターネットを使った選挙運動

　公職選挙法の改正によりインターネットを使った選挙運動ができるようになりました。インターネットを使って
選挙運動を行う際は、次の事項に注意してください。
１　有権者は、ウェブサイトなど（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブックなどのSNS、動画共有サー

ビス、動画中継サイトなど）を利用した選挙運動ができますが、電子メール（SMTP方式および電話番号方式）
を利用した選挙運動は引き続き禁止されています。

２　候補者・政党などは、ウェブサイトなど、および電子メールを利用した選挙運動ができます。
泫・選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者の当選を目的とし、投票を得、または得させるために、直

接、または間接に有利な行為のことです。
　・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか行うことができません。

これらの禁止行為は処罰の対象となります！
～選挙運動の方法などに関する規制（例）～
◆有権者は電子メールを使って選挙運動をしてはいけません！
◆未成年者の選挙運動は禁止されています！
◆ＨＰや電子メールなどを印刷して頒布してはいけません！
◆選挙運動期間以外に選挙運動をしてはいけません！

～誹謗中傷・なりすましなどに関する刑罰（例）～
◆候補者に関し虚偽の事項を公開してはいけません！
◆氏名などを偽って通信してはいけません！
◆悪質な誹謗中傷行為をしてはいけません！
◆候補者などのウェブサイトを改ざんしてはいけません！
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取
り
組
ん
だ
こ
の
４
年
間
の
市
政

経
営
の
課
題
と
成
果
の
一
端
を
、

第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
に
お
け

る
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱
に

沿
っ
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

　

新
た
な
地
域
自
治
の
創
出
を
目

指
し
導
入
し
た
地
域
内
分
権
の
確

立
に
向
け
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
最
終
段
階
の
第
４
ス
テ
ー
ジ
と

位
置
付
け
、
地
域
協
議
会
や
自
治

会
の
皆
様
と「
住
民
自
治
組
織
」の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
中
で
、
一
歩
一
歩
前
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
ま

す
。

　

市
町
村
の
枠
を
超
え
た
連
携
に

よ
る「
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
」の

形
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
２

月
の
中
心
市
宣
言
以
降
、
群
馬
県

嬬
恋
村
を
含
む
関
係
６
市
町
村
と

協
定
を
締
結
し
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
地
域
医
療
や
子
育
て
環

境
等
に
係
る
事
業
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

○
産
業
・
経
済

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の

状
況
に
対
し
、
市
で
は「
地
域
経

済
連
絡
会
議
」を
開
催
し
、
関
係

機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
に

中
小
企
業
者
を
支
援
し
、
地
域
経

済
の
回
復
や
雇
用
の
安
定
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
５
月
に
０
・
２
４
倍

◆
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
対
応

　

国
か
ら
示
さ
れ
た「
円
滑
か
つ

適
正
な
転
嫁
を
基
本
と
し
て
対
処

す
る
」と
の
考
え
方
に
従
い
、
歳

入
で
は
、
上
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
を
中
心
に
税
率
引
上
げ

分
に
相
当
す
る
料
金
改
定
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
公
の
施
設

の
使
用
料
や
ご
み
処
理
手
数
料
な

ど
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
物
価
の

動
向
等
を
勘
案
し
、
今
回
は
据
え

置
く
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
歳

出
で
は
、
自
治
会
を
対
象
と
す
る

共
同
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金

な
ど
、
消
費
税
率
改
定
分
の
上
乗

せ
や
建
設
労
務
単
価
の
上
昇
等
を

考
慮
し
、
必
要
な
予
算
措
置
を
講

じ
ま
し
た
。

◆
地
域
医
療
再
生
に
向
け
た
取
組

　

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

上
小
医
療
圏
の
地
域
医
療
再
生
計

画
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、

上
田
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
安

定
的
に
維
持
、
充
実
し
て
い
く
た

め
、
新
年
度
か
ら
も
、「
救
急
医

療
体
制
の
整
備
」と「
医
師
の
確

保
」の
２
つ
の
柱
に
よ
り
事
業
を

継
続
し
て
い
く
方
針
と
い
た
し
ま

し
た
。

◆
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・

　

市
立
美
術
館
の
開
館
に
向
け
て

　

文
化
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
発
信
し
て
い
く
た

め
、
10
月
２
日
の
開
館
記
念
式
典

の
ほ
か
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

演
奏
会
、
演
劇
や
新
国
立
劇
場
バ

レ
エ
団
の
公
演
、
芸
術
家
ふ
れ
あ

い
事
業
な
ど
の
事
業
計
画
を
固
め

て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
の

多
様
な
事
業
展
開
と
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
歩
む
施
設
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
企
画
運
営
に
よ

る
開
館
記
念
事
業
の
募
集
も
開
始

し
て
お
り
、「
新
し
い
施
設
で
、

多
く
の
人
に
聴
い
て
欲
し
い
、
観み

て
欲
し
い
」そ
ん
な
願
い
に
溢あ
ふ

れ

た
事
業
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
演
出
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
１
６
４
９
件
の
ご

応
募
を
い
た
だ
い
た
施
設
の
愛
称

に
つ
い
て
は
、
選
考
・
決
定
後
、

広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
資
源
循
環
型
施
設
建
設
に

　

向
け
た
取
組

　

施
設
建
設
と
併
せ
て
重
要
な
ご

み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
の
一
層

の
推
進
に
向
け
ま
し
て
は
、
従
来

の
コ
ン
ポ
ス
ト（
堆
肥
化
）な
ど
に

加
え
、
新
た
に
、
生
ご
み
の
水
分

を
減
ら
す
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

等
の
利
用
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、「
雑
が
み
回
収
袋
」を
試
験
的

に
導
入
し
、
資
源
物
回
収
所
に
出

し
に
く
い
小
さ
な
紙
類
の
回
収
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
は
圏

域
全
体
で
担
っ
て
い
く
と
い
う
認

識
の
も
と
に
、
適
正
な
ご
み
の
分

別
、
減
量
化
、
再
資
源
化
に
全
市

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
市
政
経
営
の

　

課
題
と
成
果

　

上
田
市
の
輝
く
未
来
に
向
け
て

３
月
市
議
会
定
例
会　
　

市
長
提
案
説
明　
（
要
旨
）

　

２
月
３
日
、
３
月
市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
、
市
長
か
ら
議
案
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
の
合
併
に
よ
り
新
生
上
田
市
が
誕
生
し
８
年
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
中
、
議
員
各
位

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
市
政
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
で
落
ち
込
ん
だ
上
田
地
域
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
０
・
８
６
倍
ま

で
持
ち
直
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
安
定
し
た
雇
用
環
境
へ
の

回
復
を
目
指
し
た
取
組
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　

上
田
市
へ
の
観
光
客
は
５
０
０

万
人
を
超
え
た
こ
と
は
、
市
民
の

皆
様
の
知
恵
と
行
動
力
を
活い

か

し
、
企
画
が
戦
略
的
に
展
開
さ
れ

た
成
果
で
あ
り
ま
す
。
大
き
な
転

機
と
な
る
北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸

に
向
け
、「
上
田
フ
ァ
ン
」の
拡
大

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
、

来
年
の「
大
坂
の
陣
」４
０
０
周
年

に
当
た
っ
て
は
、
今
後
も
大
阪
市

を
は
じ
め
真
田
氏
ゆ
か
り
の
自
治

体
と
連
携
を
図
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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○
自
然
・
文
化

　

全
国
的
に
有
数
の
日
射
量
を
誇

る
上
田
市
の
地
域
特
性
を
活
か

し
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
充
実
に
加
え
、
新
た
に
事
業

所
用
や
自
治
会
共
同
集
会
施
設
へ

の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創

設
す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

貴
重
な
緑
の
社
会
資
本
で
あ
る

森
林
に
つ
い
て
は
、
環
境
整
備
と

と
も
に
、
市
の
公
共
建
築
物
へ
の

木
材
利
用
促
進
の
方
針
に
沿
っ

て
、
現
在
建
設
中
の
交
流
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
に
は
市
有
林
か
ら
搬

出
し
た
地
域
産
材
を
随
所
に
使
用

し
、
計
画
す
る
神
科
第
一
保
育
園

の
改
築
に
お
い
て
も
、
積
極
的
な

地
域
産
材
の
利
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

○
生
活
環
境

　

未み

曽ぞ

有う

の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
被
災
地
支
援
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
パ
ッ
ク
を
実
施
し
、

計
21
回
、
延
べ
４
３
５
名
の
方
々

に
現
地
で
の
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
く
と
と
も
に
、震
災
直
後
か
ら
、

給
水
活
動
や
救
援
物
資
搬
送
、
住

宅
被
害
調
査
等
の
業
務
に
携
わ
る

職
員
延
べ
88
名
を
被
災
自
治
体
に

派
遣
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。一
方
、

市
の
防
災
対
策
と
し
て
、
危
機
管

理
体
制
の
強
化
、
自
主
防
災
力
の

向
上
、
防
災
情
報
基
盤
の
整
備
を

中
心
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

道
路
網
等
の
整
備
の
う
ち
市
道

丸
子
小
牧
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
春
、
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
の
予
定

で
あ
り
、
来
年
秋
の
開
通
を
目
指

し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
実
証
運
行
を
開
始

し
た
運
賃
低
減
バ
ス
や
、
別
所
線

の
安
全
対
策
へ
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
中
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と
で
、

公
共
交
通
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
ご
利
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
健
康
・
福
祉

　

平
成
22
年
に
健
康
づ
く
り
と
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
開

設
し
た「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健

康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」で
の
事
業
展

開
の
う
ち
、
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
引
き
続
き
、
よ
り
早
期
か

ら
の
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
一
貫
し
た

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
、保
育
料
は
、

国
の
基
準
に
対
し
て
約
30
％
の
大

幅
な
軽
減
措
置
を
行
い
、
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
で
は
、
入
院
費
・

通
院
費
と
も
に
義
務
教
育
終
了
の

中
学
校
３
年
生
ま
で
対
象
を
拡
大

し
、
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
」に
基
づ
く
自
立
相
談
支
援

事
業
等
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
に
向

け
、
上
田
市
で
は
、
新
年
度
、
県

と
の
協
調
に
よ
り
国
の
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
み
、
生
活
困
窮
者
の

支
援
に
幅
広
く
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

○
教
育

　

平
成
21
年
12
月
に
策
定
し
た

「
上
田
市
教
育
支
援
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、
不
登
校
や
特
別
な
配
慮

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
と
保
護

者
へ
の
対
応
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
小
・
中
学
校

に
派
遣
し
、
相
談
支
援
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
で
は
、
今
年
度
、
第

二
中
学
校
の
全
面
改
築
に
着
手
し

た
ほ
か
、
耐
震
化
を
必
要
と
す
る

校
舎
、
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
５

校
12
棟
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

中
に
完
了
さ
せ
る
前
倒
し
実
施
を

決
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年

度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
に
対
す
る
取
組

　

平
成
23
年
２
月
に
導
入
し
た

品
格
と
風
格
が
漂
い
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
、「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」と
誇
れ
る

上
田
市
の
実
現
に
向
け
、
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す

市長提案説明　（要旨）

「
市
民
に
よ
る
事
業
評
価
」に
つ
い

て
は
、
評
価
結
果
が
ま
と
ま
る
ま

で
審
議
を
行
う
こ
と
や
、
現
地
視

察
を
行
う
な
ど
開
催
方
法
の
充
実

を
図
り
、「
上
田
モ
デ
ル
」と
し
て

の
進
化
を
遂
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

職
員
数
の
適
正
化
で
は
、
合
併

以
降
、
平
成
24
年
４
月
ま
で
に
累

計
１
２
０
人
と
し
た
目
標
に
対

し
、
そ
れ
を
上
回
る
削
減
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
次
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
に
向
け
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
即
応
で
き
る
職
員
と
し
て
の
意

識
改
革
と
資
質
の
向
上
が
一
層
重

要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

３月議会に提案した議案の概要
○条例案（12件）
　・新　　設／上田市障害者施策審議会条例
　・一部改正／
　　　上田市税条例
　　　行政財産の目的外使用に関する条例
　　　上田市道路占用料等徴収条例等　ほか

○補正予算案（10件）
　（一般会計、特別会計６件、企業会計３件）
　・平成25年度上田市一般会計補正予算（第６号）
　　 ［5,900万円余］ほか
○当初予算案（15件）
　（一般会計、特別会計９件、企業会計５件）
　・平成26年度上田市一般会計予算
　　［675億2,438万円余］ほか
○事件決議案（５件）
　・上田市交流・文化施設建設建築主体工事請負
　　変更契約の締結について　など４件
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職
員
の
派
遣
と
義
援
金
の
送
金

　

市
で
は
、
震
災
当
初
か
ら
こ
れ
ま

で
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
多
く
の

市
職
員
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
搬
送

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
生
活

物
資
は
県
を
通
じ
て
、
ま
た
、
義
援

金
は
日
本
赤
十
字
社
な
ど
を
通
じ
て

被
災
地
に
届
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
集
ま
っ
た
義
援
金
は
１
億
円

を
超
え
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
の
震

災
復
興
に
対
す
る
温
か
な
気
持
ち
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
パ
ッ
ク
を
実
施
し
、計
21
回
、

延
べ
４
３
５
人
の
方
々
が
現
地
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。

市
内
避
難
者
へ
の
支
援

　

市
内
の
避
難
者
の
方
々
に
は
、
上

田
市
東
日
本
大
震
災
避
難
者
支
援
実

行
委
員
会
が
、
信
州
上
田
大
花
火
大

会
な
ど
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
招
待
、
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

や
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

避
難
者
相
互
の
交
流
や
情
報
交
換
の

場
を
つ
く
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

屋
外
で
遊
ぶ
機
会
を
提
供

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
放
射
線
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
、

屋
外
で
存
分
に
遊
ん
で
も
ら
お
う

と
、
信
州
上
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

実
行
委
員
会
が
、
夏
休
み
や
春
休
み

を
活
用
し
て
上
田
市
へ
招
待
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
市

民
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

被
災
地
・
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

東日本大震災・
長野県北部地震から３年
震災復興へ向けた
これまでの取組
写真　❶救助・救出活動にあたる消防職員　❷上田城千本桜まつりで募金箱を設置
　　　❸写真やアルバムの洗浄作業　　　　❹クリスマス会でのトークライブ
　　　❺避難者相互の情報交換　　　　　　❻屋外での遊びを満喫した子どもたち

❷ ❸❶

❹ ❺

❻

　  危機管理防災課　TEL21・0123

　

東
日
本
大
震
災
、
長
野
県
北
部
地
震
の
発
生
か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
ま
と
め
で
は
、
今
な
お
全
国
で
27
万
人
余
り
の
方
々
が
仮
設
住
宅

や
親
族
、
知
人
宅
な
ど
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
被
災
地
を
離
れ
、
避
難

生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
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収納の工夫
　本棚などは、すき間をブックエンドで固定
するなどして、なるべく空間を作らないよ
うにし、重いものを下に収納する

置き方の工夫
　倒れたときにドアの開閉を妨げないように
注意し、家具の下部前方に板を入れて、壁
にもたれ気味に置く

家具などの転倒防止の工夫

常に整理整頓をし、鉢植えな
どは落下しないよう低い位置
に置くか固定する

屋根にひび割れ、ずれ、はがれがあ
れば補強し、アンテナはしっかりと
固定する

ひび割れや傾きがあれば修理
し、土中にしっかりとした基礎
部分がないもの、鉄骨が入って
いないものは補強する

鎖でしっかりと固定する

まずは身の安全を･･･
・頭を保護し、丈夫な机の
下などに身を隠し、家
具の転倒や落下物には
十分注意する

すばやく火の始末
・動けるようであれば、すばやく
ガス器具やストーブなどの火
を消し、元栓を締める

・出火しても天井に燃え移る前な
ら慌てずに消火する

戸を開けて出口の確保
・揺れでドアが開かなくなるこ
ともあります。玄関、部屋の
ドア、窓などを開けて避難
口を確保する

・道路の左側に停車し、揺れがおさまる
まで車内ラジオなどで情報を聞く

・避難が必要なときは、キーはつけたま
ま、ロックせ
ず車検証な
どを持って、
徒歩で避難
する

・自動停止した階で降り
る。自動停止しなけれ
ばすべての階のボタン
を押し、停止した階で
外に出る

・閉じ込められた時は、イ
ンターホンや非常ボタ
ンで連絡をとって、救
出を待つ

・ガラスや看板、がれきなどの落下物に
注意する

・手荷物などで頭を
守りながら、近
くの公園や広い
場所に避難する

・ブロック塀や自動
販売機の転倒に
も注意する

こんな時に地震が起きたらどうする？

・タンス・本棚
　Ｌ字金具や支え棒などで固定
し、二段重ねの場合はつなぎ目
を金具でしっかり連結する

・食器棚
　棚板には滑りにくい材質の
シートやふきんなどを敷
く。扉が開かないように止
め金具を付ける　

・照明器具
　チェーンと金具を
使って数か所止め
る。蛍光灯は蛍光
管の両端を耐熱
テープで止める

家の中の危険を知り、安全対策を
　地震対策は行政だけでできるものではありません。生命や個人の財産を守るためには、皆さん一人ひとりあるいは家族が協
力して日ごろから備えておく必要があります。建物やその周りにあるもの、家の中の家具やガラスなど、地震に対する安全性
についてチェックし、補強や配置換えなど行っておきましょう。また、食料の備蓄（３日程度）など、普段からの備えが大切です。

①家具は倒れる向きを考えて配置し、固定することで転倒を防ぐ
②火災の発生に備えて、消火器の準備をしておく
③非常用持ち出し品を袋に詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるようにしておく

対策と備え

自宅周囲の安全チェック

家具や棚の固定例

地震に備えて
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　長野県では、県内に大き
な被害を発生させる地震と
して、活断層に起因する５
つの地震と東海地震が想定
されています。
　特に、糸魚川－静岡構造
線断層帯（北部）と、牛

ご

伏
ふく

寺
じ

断層を含む糸魚川－静岡構
造線断層帯（中部）の地震で
は、最大震度６強の揺れが
発生すると想定されていま
す。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ
る
津
波
や
火
災
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
で
多
く
の
方
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
長
野
県
北
部
地
震
、
長
野
県
中
部
地
震
な
ど
大
き
な
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
上
田
市
に
お
い
て
も
県
内
の
主
要
な
活
断
層
に
起
因
す
る
地
震
の
発
生
に

よ
り
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

上
田
市
に
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
地
震
に
つ
い
て
、
市
内
で
予
測
さ
れ
る

揺
れ
や
す
さ
、
お
よ
び
液
状
化
の
危
険
度
を
、「
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」と「
液
状
化
マ
ッ
プ
」

に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

上田市に被害をもたらすと想定される地震

震度と予想される現象

大半の人が恐怖を覚え、物につか
まりたいと感じる

固定していない家具のほとんどが
移動し、倒れるものが多くなる

壁やタイルや窓ガラスが壊れ、ド
アが開かなくなることがある

物につかまらないと歩くことが難
しい

上
田
市
で
想
定
さ
れ
る

地
震
と
そ
の
状
況

揺れやすさマップ

地震に備えて

糸魚川－静岡構造線断層帯
（北部）による地震がが起き
た場合に想定される上田市
の揺れの状況です。

（「長野県地震対策基礎調査報告書」平成14年３月）から引用

上田市
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○地震前
　地盤のすき間に水
をたくさん含みなが
らも砂の粒子同士が
接触し、建築物を支
えています。

○地震中
　砂の粒子がバラバ
ラになり、水に浮い
た状態になります。

○地震後
　バラバラになった
砂の粒子が沈み、地
面には泥水が噴出す
るなどします。
　このようになると
地盤は建築物を支え
ることができなくな
り、土の中に沈み込
んだり、倒壊したり
します。

液状化とは？
　地震によって地盤が一時的に液体のよ
うになってしまう現象です。液状化が起
こると、地面には砂まじりの泥水が噴出
するなどします。

液状化マップ

地震に備えて

糸魚川－静岡構造線断層帯
（北部）による地震が起きた
場合に想定される上田市の
液状化の危険度です。

　南海トラフとは、太平洋の水深約4,000ｍにあるくぼ
みであり、静岡県駿河湾から九州にかけて伸びていま
す。この南海トラフ沿いでは過去にマグニチュード８ク
ラスの東海地震、東南海地震、南海地震がおおむね100
～150年おきに繰り返し発生しています。この３つの震
源域を中心に広大な範囲が連動して発生する地震を「南
海トラフ巨大地震」といいます。
　「南海トラフ巨大地震」は、東日本大震災を教訓に、現
時点の最新の科学的知見をもとに最大クラスの地震を想
定しており、内閣府の公表では、最大マグニチュード9.0
と推定しています。上田市では、震度５強の揺れが予測
されています。

平成24（2012）年8月29日　内閣府
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「
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
生
き
る
力
を
育
む
」

〜
上
田
市
の
小
中
学
校
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
に
お
け
る
役
割
や
将
来
に
つ
い
て
考
え
、

自
立
し
た
能
力
や
目
標
を
立
て
て
計
画
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
た
め
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
職
場
体
験
学
習
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
確
か
な
職
業
観
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
、

地
元
企
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
す
べ
て
の
中
学
校
で
行
わ
れ
、
小
学
校
で

も
こ
の
学
習
へ
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　働く大人の奮闘する姿に触れることが、子どもたちにとってと
ても重要です。
　どのような課題にも取り組んで乗り越えていこうとする力を育
むことがキャリア教育の根幹です。この学習を通

とお

して得た自分の
経験から、「私も将来～したい。社会の役に立ちたい」という思い
を中学生までに持つ意味は大きいと考えます。
　平成25年度は、職場体験の受け入れを395事業所に協力いただ
きました。
　教育委員会では、職場体験学習をする子どもたちを受け入れて
いただける事業所を募集しています。受け入れにご協力いただけ
る場合は、学校教育課へご連絡ください。

職場体験の協力依頼
［中学校→市・事業所］

（検討の上、受け入れの可否を判断します）

⬇
学校関係者との打合せ
［中学校→市・事業所］

（体験学習の目的を確認し、プログラムの検討を行います）

⬇
生徒との事前打合せ

［生徒→事業所］
（本人の目的、やる気を確認し、注意事項を説明します）

⬇
職場体験の本番
［生徒→事業所］

（体験学習プログラムにそって体験開始！）

⬇
職場体験のふりかえり

［生徒→事業所］
（体験後、生徒から感想文とお礼の手紙などが寄せら
れます。また、アンケートにご協力をお願いします）

職場体験学習の流れ（例）
職場体験学習は、おおむね次のよう
な流れで行われます。

事業所の皆様のご協力をお願いします

　  学校教育課　TEL23・5101
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ご協力いただいた事業所の皆様、ありがとうございました。

②「保育園での職場体験を終えて」（中学２年女子）

　保育園で職場体験学習をしました。先生や園長先生に「大変だけど頑張って」
と励まされて、すごくやる気になりました。最初は子どもたちがかわいくて仕
方がありませんでした。”だっこ””おんぶ”や、「一緒に遊ぼう」などと言われて
うれしかったです。上手く接することができなかったらどうしようか不安な気
持ちが一瞬で消えました。
　仕事は思った以上に大変で、話す言葉遣いや話す内容がすべて違って、精神
的にも体力的にも大変で、保育士さんってすごいなと感じました。でも、この
体験のおかげで、もっと保育士になりたいという気持ちが強くなりました。
　子どもたちや先生方には本当に感謝しています。これからの進路を考えてい
く上で大変参考になりました。

①「住宅建築会社での職場体験を終えて」（中学２年男子）

　住まいの建築会社で大工さんの職場体験をしました。最初のノミで穴を掘る作業
は、全然まっすぐに掘れず、慌ててしまいましたが、大工さんが「焦らなくていいよ」
「しっかり掘るんだ」とアドバイスしてくれたので、時間はかかりましたが最後まで
やり遂げることができました。たくさんのつなぎ目の名前やノミ･カンナの使い方
など親切に教えてくださったのでとても楽しく実習することができました。
　大工さんのケガの話では、手首を骨折したり、指の肉を切ったりしても働く、そ
の志はすごくかっこよかったです。そこには職人としてのプライドがあるというこ
とがわかりました。
　二日間で仕上げた自分の作品は、いろいろな所に傷があったり、少しの隙間がで
きたりしましたが、それでも思い出となりました。そして、それを何百個も作って
いる大工さんたちは本当にすごいと思いました。テレビで見たことが実際に職場体
験できたのでとても楽しかったです。これからの進路を考えていく上で、たいへん
参考になりました。

職場体験学習を終えて（生徒の感想）

①洋菓子店

　スタッフやパティシエと一連の仕事の体験をしても
らいました。最初は緊張していましたが、だんだんと
笑顔も出てきました。指示されたことにも忠実に、丁
寧に作業をしてくれました。お客様にも進んで「いらっ
しゃいませ」と声をかけてくれました。パティシエと
一緒にデコレーションケーキを作りましたが、真剣に
話を聞きながら、一生懸命に作業する姿が印象的でし
た。よく頑張ってくれました。この体験が、生徒さん
の未来に、興味あることや好きなこと、夢を持って将
来に役に立っていただければうれしいです。

職場体験学習を終えて（事業所の感想）

②飲食店

　当店は飲食店及びサービス業で、作る、接客と両方
を体験してもらいました。作る方としては、ピザの生
地を粉から作り、サラダ作り、野菜カットなどをしま
した。接客に関しては、直接お客様の席にお冷やお料
理をお出ししました。たいへん熱心に丁寧に取り組ん
でいました。１日終わったところで、感想を聞いたと
ころ、楽しかったとの返事をいただき嬉しく思いまし
た。将来的に何かのお役に立てたらと思います。当店
としても、働くことに対しての初心の気持ちを思い出
させていただいた良い機会でした。スタッフ一同感謝
しています。
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３月１日から７日まで、３月１日から７日まで、
春の全国火災予防運動が春の全国火災予防運動が
実施されます実施されます

　  消防予防課　TEL26・0029

平成25年中上田市の火災件数は76件
（前年比＋26件）

1位
たき火（枯草焼きなど）（28件）
・たき火をする時はその場を離れない
・風が強い日はたき火を控える
・必ず消火の準備をしてから行う

3位
こんろ（５件）
・調理中はその場を離れない
・過熱防止装置付の調理器具を使う

ストーブ（５件）
・ストーブの周囲に可燃物を置かない
・給油するときはストーブの火を消す

2位
たばこ（８件）
・吸殻をすぐにゴミ箱に捨てない
・灰皿に吸殻をためない
・たばこの投げ捨てはしない
・寝たばこはしない

　出火原因の１位は「たき火による火災」でした。

これからの時期、田畑の枯草焼きなど
による火災に注意！
〈はじめる前に〉
・必ず管轄消防署へ連絡や届出をしましょう
・必ず枯草焼きなどの規模に応じた消火の準備をしましょう
・乾燥注意報、強風注意報、火災気象通報が出ているときはやめましょう

〈はじめるときは〉
・大勢で行いましょう
・必ず防火帯を作ってから行いましょう
・午前の早いうちに済ませましょう
・火が消えるまで、その場を離れないようにしましょう
・火の粉が飛ばないように少しずつ燃やしましょう
・風下から行いましょう

〈終わった後は〉
・完全に火が消えたことを確認しましょう
連絡または届出先
•上田中央消防署　　TEL26・0019　　•上田南部消防署　TEL38・0119
•上田東北消防署　　TEL36・0119　　•川西消防署　　　TEL31・0119
•丸子消防署　　　　TEL42・0119　　•真田消防署　　　TEL72・0119
•依田窪南部消防署　TEL68・0119

消防団　豆知識①

　「消防団」の歴史は古く、江戸
時代に八代将軍徳川吉宗公が、
江戸南町奉行の大岡越前守に命
じ、町火消「いろは四八組」を設
置させたことが始まりとされて
います。そして明治以降「消防
組」、「警防団」を経て、昭和23
年の消防組織法制定により「消
防団」となりました。
　市では、現在の消防団の前身
となる「上田市消防組」が昭和
11年に組織されたと記録され
ています。

●纏
まとい

を新調しました
　纏とは、江戸時代に町火消が用
いた自分たちの組であることを示
すもので、消火活動において風下
の屋根に上がり放水や建物破壊な
どの目印として用いられました。
　  消防総務課　TEL26・0119
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うめ 昨年の夏休みに、うちの近くの本町で撮影している
のを見かけました。

ＦＣ　それは映画『青天の霹靂』だね。

うめ　まちの様子がいつもと違ってびっくりしたよ。
ＦＣ　この作品は、昭和48年頃の設定でね、全シーンの半

分以上が上田で撮影されたんだ。

うめ　すごいね！どうやって決まったの？
ＦＣ　ロケ地の支援依頼を受け、それにふさわしい写真を

送ったところ、担当者が上田映劇と旧産院を気に入っ
てくれて、下見にやって来たんだ。大切なのは「上田
に行けばいい場所がある」と、相手方に感じてもらう
こと。そういった意味では、今回はFCの手腕も発揮
できて大成功だったね。

うめ　じゃあ、簡単に決まったの？
ＦＣ　いや、そうでもなかったみたいだよ。上田はどうし

ても東京から遠いイメージがあるし、実はすでに別
の場所でロケ地が決まっていたというからね。

うめ　それがどうして上田に？
ＦＣ　今度は監督が自ら足を運び、現場を訪れたんだ。実

際に見た上田映劇のレトロ感に加え、撮影環境も抜
群ということで最終的にここが選ばれたんだ。いくら魅力のある場所でも、制限が厳しいと思ったように
撮影ができないからね。ロケには、こうした受け入れ側の協力が不可欠なんだ。

うめ　映画館のまわりも飾りがすごかったね！
ＦＣ　あれは、東京の「浅草花やしき」の通りに見立てて飾られたものだけど、当時の様子が完全に再現できたと、

スタッフ一同大満足だったよ。それも地元の皆さんの理解と協力なくしては、実現できなかっただろうね。

うめ　うめも騒がず、静かに見守りました。
ＦＣ　じゃあ、うめちゃんにも感謝だね。久しぶりの登場で心配だったけど、相変わらずで安心したよ（笑）。
 これからもよろしくね！

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！①
　好奇心旺盛な小学５年生の真田うめちゃん。「映画のまち上田ってなに？」
を解明するべく信州上田フィルムコミッション（FC）の事務局へ。
　久しぶりの登場でちょっぴり緊張しているようです…。

上田ロケ映画『青天の霹靂』公開決定！
　市民の皆さんなど、延べ300名のエキストラを動員した映画
『青
せい

天
てん

の霹
へき

靂
れき

』が、いよいよこの５月に公開されます。メインロケ
地となった上田のまちを、ぜひスクリーンでお楽しみください。

期　日 　５月24日㈯からロードショー（期間は未定）
場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）　ほか
監　督 　劇団ひとり
出　演 　大泉洋、柴咲コウ、劇団ひとり　ほか
ロケ地 　上田映劇、本町、旧上田市産院、
　　　　　上田城跡公園　ほか

上田映劇前での撮影風景上田映劇前での撮影風景

（Ｃ）2014「青天の霹靂」製作委員会（Ｃ）2014「青天の霹靂」製作委員会

上田の皆さん、
お待たせしました！
人気のうめちゃん
シリーズが復活だよ～

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

山本鼎記念館最後の美術教室
平成26年度美術教室開講
　洋画、木彫（農民美術）、版画を学びます。記念館で行なう最後の美術教室となります。
◇初心者コース（基礎から学びたい方）
教室/講師　洋画Ａ／宮

みや

下
した

倬
たく

實
み

氏（東信美術会）

　　　　　木彫Ａ／前期・徳
とく

武
たけ

忠
ちゅう

造
ぞう

氏、後期・清
し

水
みず

義
よし

博
ひろ

氏（ともに長野県農民美術連合会員）

◇経験者コース（Ａ教室受講修了者、または経験３年程度までの方）
教室/講師　洋画Ｂ／大

おお

井
い

喜
き

久
く

氏（東信美術会）

　　　　　木彫Ｂ／前期・中
なか

村
むら

実
みのる

氏、後期・鈴
すず

木
き

良
よし

知
とも

氏（ともに長野県農民美術連合会員）

◇初心者・経験者コース（初心者または経験３年程度までの方）
教室/講師　版画／森

もり

貘
ばく

郎
ろう

氏（日
にっぽんはんがいんどうじん

本板画院同人）

◇共通事項　
期　間 　４～７月の毎月２回（合計８回）
時　間 　午前９時～午後３時
場　所 　山本鼎記念館
定　員 　先着各20名
受講料 　4,000円（８回分。開講日当日に徴収。別途、道具代・

材料費など）
申し込み 　３月７日㈮～18日㈫に電話、または直接下記へ。
 ※12日㈬は休館
その他 　当館ホームページ、または受講生募集チラシをご覧

ください。
　山本鼎記念館　TEL22・2693

講座・教室

３月15日にダイヤを改正します
しなの鉄道・上田電鉄別所線

◇しなの鉄道
　今回の改正では、JR長野新幹線、小海線、篠ノ井線との接続
を改善するとともに、しなの鉄道活性化協議会の取組の一つと
して行っている軽井沢～小諸間での増便運行を継続実施しま
す。詳細は、下記へ問い合わせいただくか、しなの鉄道ホーム
ページ（http://www.shinanorailway.co.jp/）をご覧ください。
　しなの鉄道上田駅　TEL22・1400

◇別所線
　上田電鉄別所線では、JR長野新幹線、しなの鉄道との接続を改善する
ため、ダイヤ改正を実施します。ダイヤ改正による運行本数の増減はあ
りません。地域の財産、「別所線」を乗って残しましょう。
　改正後の時刻表は、３月中旬に別所線有人駅、市内公共施設など
に設置する予定です。時刻表は上田電鉄ホームページ（http://www.
uedadentetsu.com/）でもご覧いただけます。
　上田電鉄上田駅　TEL22・3612

お知らせ

 地域交通政策課　TEL23・5011

平成25年度木彫B教室の様子
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「第13回こどもたちの彫刻コンクール」作品募集
自由な発想で作ってみませんか
　美ヶ原高原美術館では、未来を担う子どもたちが、芸術に関心を持ち、豊かな創造
性や感性を育むことを目的に作品を募集します。子どもたちのユニークな発想で制作
した力作をお待ちしています。
募集対象 　小・中学生
募集部門 　小学生低学年の部、小学生高学年の部　中学生の部
募集作品 　原則として未発表の立体造形作品（１人、または１グループ１点）
 ・テーマ、素材 ／自由
 　（ただし、運搬および展示中に破損・変形しないものに限る）
 ・大きさ／高さ50㎝×幅50㎝×奥行き50㎝以内　・重量／20㎏以内
 　※規定を超える作品は、選考対象外
賞 　金賞・銀賞・銅賞（各部門１点）、特別賞（全部門４点）、入賞（各部門数点）

　　　　　※出品者全員に美ヶ原高原美術館の招待券を進呈
募集期限 　３月31日㈪
応募方法 　応募票（美ヶ原高原美術館ホームページからダウンロード可）に必要事項を

記入の上、〒380－8633長野市岡田町131－７長野放送内「こどもたちの彫刻
コンクール事務局」宛に作品を送付してください。

作品展 　４月24日㈭～11月14日㈮に、原則として応募全作品を美ヶ原高原美術館
内「こども美術館」で展示します。

詳　細 　長野放送内「こどもたちの彫刻コンクール事務局」
　　　　　（TEL026・227・3000、月～金曜日午前10時～午後５時30分）へ。
　  産業観光課　TEL85・2828

募集

長野新幹線　新型車両「E7系」デビュー
通過車両無料見学会を開催します
　３月15日のダイヤ改正に伴い、長野～東京間で１日７往復
の運行を開始する「E7系」新幹線通過車両見学会を開催します。
期　日 　３月17日㈪～23日㈰の７日間
受付場所/時間 　新幹線上田駅改札口前／午前９時15分～45分
見学場所 　新幹線上田駅下りホーム
見学車両 　あさま518号　通過時刻午前10時21分
　　　　　※停車するあさま509号午前10時５分発も見学可
参加要領 　ご希望の日に上田駅へお越しください。安全面を考

慮し、１日100名程度とします（参加の状況により、
後日に変更していただく場合もありますので、ご了
承ください）。

　　　　　小学生以下の子どもは、保護者同伴でお願いします。
ホームには高さ140㎝程度の安全柵を設置しています。踏み台などの用意ができませんので、見学の際は保護者
が抱きかかえていただきますようお願いします。

　東日本旅客鉄道上田駅　TEL21・0657（  地域交通政策課　TEL23・5011）

催し

JR東日本　長野支社提供
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お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

　

吉
田
自
治
会
で
は
、（
公
財
）長
野
県
市

町
村
振
興
協
会
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金

で
、
子
ど
も
神み

輿こ
し

の
修
繕
と
、
半は
ん

纏て
ん

な
ど

を
購
入
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
お
祭

り
で
使
用
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
さ

ら
な
る
地
域
文
化
の
振
興
や
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

重
度
心
身
障
が
い
者
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
助
成

●
対
象　

①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
　

療
育
手
帳
Ａ
１
の
方
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
お
よ

び
視
覚
障
害
１
級
・
２
級
の
方

　

③
世
帯
全
員
の
平
成
24
年
所
得
税
額
の

合
計
が
２
万
１
０
０
０
円
以
下
の
方

　

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
な
い
方

　

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

●
助
成
額　

利
用
１
回
に
つ
き
迎
車
料
金

と
初
乗
り
運
賃

●
利
用
回
数　

平
成
26
年
度
中
最
大
で
24

回（
４
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
）

●
申
し
込
み　

４
月
か
ら
助
成
券
を
利
用

す
る
方
は
、
３
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左

記
へ（
平
成
25
年
度
受
給
者
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
）。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

生
け
垣
設
置
助
成
制
度
を

利
用
く
だ
さ
い

　

新
し
く
生
け
垣
を
作
る
場
合
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
条
件　

工
事
着
手
前
に
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
着
工
後
は
助
成
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
対
象　

公
道
に
面
し
５
ｍ
以
上
連

続
す
る
生
け
垣
。
他
に
も
基
準
が
あ
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額　

生
け
垣
を
作
る
費
用
の
２
分

の
１
以
内（
限
度
額
５
万
円
。
た
だ
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
し
て
生
け
垣

を
作
る
場
合
は
、
限
度
額
10
万
円
）

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

自
殺
防
止
の
た
め
の

借
金
・
多
重
債
務
電
話
相
談

　

３
月
１
日
か
ら
の「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」に
合
わ
せ
、
自
殺
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●
相
談　

専
用
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８
）に
て
実

施（
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

　
　
（

生
活
環
境
課
）

催　

し

上
小
山
び
こ
会
定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
ご
家
族
の
、

学
習
と
交
流
の
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ａ
ｂ
ｎ
信
州
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
上
田

●
日
時　

３
月
16
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
基
調
講
演　
「
が
ん
と
仲
良
く
」／

　

菅す
が

原わ
ら

文ぶ
ん

太た

氏（
農
業
法
人
代
表･

俳
優
）

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
「
病
気

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　信州国際音楽村の約3,000㎡
のすいせん畑では、毎年約10万
本のすいせんが咲き誇ります。
　黄色の段々畑の中を親子連れ
や観光客がゆっくり歩きなが
ら、写真を撮ったり顔を近づけ
て花の香りを楽しみます。
　今年のすいせん祭りは３月29
日から始まります。期間中の休
日には、すいせんの摘み取りや
花びら染めの体験教室が行われ
る予定です。
　その他、赤ちゃん連れの親子
も利用できるスペースやランチ
スペースなどもあります。開
花状況は信州国際音楽村（TEL42・
3436）に問い合わせください。

信州国際音楽村のすいせん祭

神　輿

半　纏
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

　野沢温泉村や群馬県片品村で開催される第51回全国中学
校スキー大会（２月２～５日開催）に出場する菅平中学校
の山
やま

下
した

柊
しゅ

羽
う

さん（２年／写真左から３人目）と田
た

川
がわ

実
み

侑
ゆう

さん
（１年／写真中央）が、１月27日、母袋市長を訪問しました。
　ノルディックコンバインドに出場する山下さんは、「苦手
なジャンプ種目を練習し、いい成績を収めたい」、クロス
カントリークラシカル・フリーの２種目の出場を果たした
田川さんは、「落ち着いて自分の実力を発揮し、上の順位を
目指したい」とそれぞれ目標を語りました。

全国中学校
スキー大会出場

動画はこちらから

催
し

に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら
す
〜
上
田
の

医
療
現
場
と
商
店
街
に
出
来
る
こ
と

〜
」

　

出
演
者
／
①
森も
り

直な
お

哉や

氏（
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ

科
医
長
）、
②
東ひ
が
し

條じ
ょ
う

美み

帆ほ

氏（
信
州
上
田

医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）、
③
畠は
た

中な
か

俊と
し

哉や

氏

（
う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会
理
事
）、

④
三さ
ん

四し

六ろ
う

氏（
タ
レ
ン
ト
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
川か
わ

上か
み

祥さ
ち

子こ

氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
）

●
定
員　

先
着
１
３
０
０
名（
申
込
多
数

時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈪
必
着
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
人
数
を
明
記
の
上
、
郵
便
は
が
き

（
〒
３
８
０

－
８
５
５
０　

住
所
不
要

長
野
朝
日
放
送　

ａ
ｂ
ｎ
信
州
が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
係
宛
）、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（abn-tv.co.jp

）か
ら
。

　

う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会

　
　

TEL
22
・
０
５
２
９

　
　
（

商
工
課
）

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
選
手
選
考
会

　

４
月
29
日（
火
・
祝
）に
開
催
さ
れ
る
長

野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
、
長
野

県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
の

選
手
選
考
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

　

※
雨
天
決
行

●
場
所　

Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス　
●
内
容　

小
学
生
男
女
／
１
５
０
０
ｍ
、

中
学
生
男
女
・
高
校
生
以
上
女
子
／

３
０
０
０
ｍ
、
高
校
生
以
上
男
子
／

５
０
０
０
ｍ

●
選
考
方
法　

自
己
・
選
考
会
記
録
、
実

績
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
判
断

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

上
田
陸
上
競
技
協
会
駅
伝
部
監
督

　
　
（
宮
岡
）

　
　

TEL
０
９
０
・
６
４
９
３
・
６
４
１
５

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
１月に訪問された方の中から紹介します。

全国高等学校
スキー大会出場

　福島県猪苗代町
などで開催される
第63回全国高等学
校スキー大会（２
月４～８日開催）
に出場する、選手
および関係者の皆
さんが、１月29日、母袋市長を訪問しました。
　東信地区唯一の女子クロスカントリー選手の田

た

川
がわ

綺
あや

菜
な

さ
ん（上田染谷丘高等学校１年／クラシカル・フリー、写真
前列右）は「自分の持っている力をすべて出し切り、一つで
もいい順位を取りたい」、県大会女子アルペン回転で２位
に入賞した鈴

すず

木
き

芙
ふ

祐
ゆ

子
こ

さん（上田千曲高等学校３年／回転・
大回転、写真前列左）は「最後のインターハイになるので、
納得して後悔のないように終わりたい」とそれぞれ決意を
語りました。

動画はこちらから

菅原文太氏
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介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
情
報
交
換
の
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
11
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
内
容　

介
護
教
室「
疲
れ
を
た
め
な
い

生
活
の
ポ
イ
ン
ト
」
〜
体
を
い
た
わ
り

正
し
く
動
か
そ
う
〜
、
介
護
者
同
士
の

交
流
会
、
個
別
相
談（
希
望
者
）

●
講
師　

中な
か

井い

孝た
か

幸ゆ
き

氏（
ラ
イ
フ
ケ
ア
信

州
理
事
長
）

●
対
象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
興

味
の
あ
る
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

山
岳
講
演
会

「
山
の
魅
力
と
危
険
」

　

山
岳
遭
難
の
実
態
や
事
故
を
防
ぐ
方

策
、山
歩
き
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
演
題　
「
山
の
魅
力
と
危
険
〜
山
歩
き

は
楽
し
く
、
安
全
に
〜
」

●
講
師　

中な
か

嶋じ
ま

豊ゆ
た
か

氏（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

信

州
山
歩
き
地
図｣

作
者･

元
県
警
山

岳
救
助
隊
長
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

３
月

13
日
㈭
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

「
み
ん
な
発
展
途
上
展
」

講
座
展
示
・
学
習
発
表
会

　

今
年
度
開
講
し
た
講
座
の
展
示
、
お
よ

び
学
習
発
表
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
入
場
料　

無
料

●
展
示
・
発
表

　

①「
五
感
で
楽
し
む
科
学
の
目
」

　

②「
あ
な
た
の
青
春　

昭
和
の
歌
声
」

　

③「
ふ
る
さ
と
の
著
名
人
研
究
」

　

④「
ふ
る
さ
と
の
食
文
化
探
求
」

　

⑤「
焼
き
物
の
里
を
歩
く
」

　

⑥「
映
画
の
ま
ち
の
歩
き
方
」

●
体
験
教
室（
15
日
㈯
の
み
）

　

①
し
く
み
が
わ
か
る「
手
作
り
カ
イ
ロ

を
作
ろ
う
」／
午
前
11
時
〜（
受
付
10

時
30
分
〜
）、
午
後
２
時
〜（
受
付
１

時
30
分
〜
）／
材
料
費
１
０
０
円
／

各
回
先
着
15
名

　

②
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う「
昭
和
の

歌
」
／
午
後
１
時
〜
２
時

●
受
講
生
に
よ
る
講
演

　

16
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時
／
土つ
ち

屋や

勲の
り

彦ひ
こ

さ
ん（
上
丸
子
）

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

第
13
回
弥
生
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

３
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
（
受

付
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

千
曲
川
市
民
緑
地（
上
堀
グ
ラ

ウ
ン
ド
）集
合

●
内
容　

歴
史
散
策（
海
野
宿
）コ
ー
ス

（
12
㎞
）※
天
候
状
況
に
よ
り
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
５
０
０
円
※
参
加
賞
あ
り

●
持
ち
物　

昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。
当
日
受

付
も
可
能
。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
／
大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

　
　
（

健
康
推
進
課
）

催
し

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
２月に訪問された方の中から紹介します。

　ロシアのソチで開催され
るパラリンピック冬季競技
大会（３月７～16日開催）
で、アルペンスキー競技に
出場する山

やま

崎
ざき

福
ふく

太
た

郎
ろう

選手
（信州大学４年、写真前列右）
が、２月４日、母袋市長を
訪問しました。
　山崎選手は先天性の障がいにより、右腕肘下と左脚膝下の一部が
ありませんが、小学生の頃からスキーに親しみ、高校２年生の時に
本格的に競技スキーを始めてパラリンピック出場の夢を持つように
なり、今回初の出場権を獲得しました。
　山崎選手は「パラリンピックでは、メダルを取るという目標に向
かって頑張っていきたい。また、今後の自分の成長のきっかけにな
るような大会にしたい」と、意気込みを語りました。

ソチパラリンピック
アルペンスキー出場

動画はこちらから
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お
知
ら
せ

お 知 ら せ

「臨時窓口」を開設します

　３月、４月は引っ越しや転勤などにより様々な手続きが必要になる時期です。この時期に合わせて、平日の
夜間や土・日・祝日にも手続きが可能な「臨時窓口」を開設します。

場　所 市役所本庁舎・北庁舎１階 丸子地域自治センター

期　間 ３月21日（金・祝）～４月３日㈭ ３月21日（金・祝）～23日㈰、29日㈯・30日㈰

時　間 平日／午前８時30分～午後７時
土・日・祝日／午前８時30分～午後５時15分 午前８時30分～午後５時15分

手続きの内容 持ち物（手続きにより異なります） 担当課（問い合わせ）

・住民異動届の届出
　（住民基本台帳カード利用の手続きは平日
のみ）

・死亡届、出生届、婚姻届などの戸籍届書の
届出

・印鑑登録
・住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証明
書など諸証明の交付申請

・本人通知制度の申込
・児童手当の認定請求

・印鑑
・国民健康保険証、介護保険被保険
者証
・市民カードまたは印鑑登録証
・住民基本台帳カード
・運転免許証などの本人を証明する
書類
・外国人住民の方／在留カードまた
は特別永住者証明書
・児童手当の認定請求／預貯金通帳
　（口座番号のわかるもの）、健康保
険証
※戸籍届出の際に戸籍謄本などが必
要な場合があります。事前に問い
合わせください。

市民課　　　TEL23・5334
市民生活課　TEL42・1052

・学校の指定に関する手続き（転校など） ・印鑑 学校教育課　TEL23・5101

・市税などの納付
・口座振替手続き
・納税相談
・納税証明書の交付申請

・口座振替手続き／預貯金通帳（口
座番号の分かるもの）、届出印

・納税相談／印鑑
・納税証明書の交付／印鑑、手数料
（300円）、運転免許証などの本人
を証明する書類

収納管理課　TEL23・5117
市民生活課　TEL42・1028

・国民健康保険に関する届出　
・後期高齢者医療に関する届出
・国民年金に関する届出

・印鑑
・社会保険資格取得証明書（職場の
保険証）
・社会保険資格喪失証明書
・国民健康保険証
・後期高齢者医療保険証
・年金手帳（基礎年金番号通知書）
・年金証書

国保年金課　TEL23・5118
市民生活課　TEL42・1053

・市営水道（※塩田・川西地区の一部を除く）
の開栓・閉栓に関する手続き

・上下水道使用料など納付、口座振替手続き
※県営水道（塩田・川西地区の一部）に関する
手続きは、㈱ジェネッツ（TEL29・0810、フリー
ダイヤル0120・971・124）に問い合わせくだ
さい。

・開栓手続き／開栓手数料（1,000円）
・閉栓手続き／電話でも受付けます。
・口座振替手続き／預貯金通帳（口
座番号のわかるもの）、届出印

サービス課　TEL22・1313
上下水道課　TEL42・1128
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

講
座
・
教
室

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
日
時　

４
月
17
日
㈭
〜
９
月
25
日
㈭
の

全
20
回
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

60
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
希
望
者
の
み

別
途
資
料
代
）

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ﹇
２
０
０
６
年
発
売
﹈以

降
）

●
申
し
込
み　

３
月
11
日
㈫
〜
18
日
㈫

に
、
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局（
TEL

23
・
２
３
８
７
）へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

託
児
付
き
子
育
て
講
座

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

４
月
16
日
〜
12
月
３
日
の
毎
月

１
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
年
間

９
回
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

初
回
受
講
日
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
決
め
ま
す
。

●
対
象　

５
か
月
〜
３
歳
未
満
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

先
着
親
子
30
組

●
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、
材
料
費
な

ど
の
実
費
は
負
担
）。

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
用
飲

料
、
交
換
用
オ
ム
ツ
な
ど
。（
詳
細
は
講

座
の
内
容
に
よ
り
決
定
）

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

地
元
産
大
豆
使
用

豆
腐
作
り
と
料
理
教
室

●
日
時　

①
３
月
17
日
㈪
、
②
18
日
㈫
午

前
９
時
〜
午
後
１
時
頃

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

豆
腐
づ
く
り
と
豆
腐
と
お
か
ら

を
使
っ
た
料
理

●
対
象　

①
男
性
、
②
ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
各
12
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
持

ち
帰
り
用
容
器

●
申
し
込
み　

３
月
３
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

市
民
体
力
つ
く
り
の
日

●
日
時　

４
月
３
日
以
降
の
毎
週
木
曜
日

①
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
②
午
後
２

時
〜
４
時（
①
②
と
も
受
付
は
30
分
前

か
ら
）

●
場
所　

①
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
②

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
種
目　

①
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、太
極
拳
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
、
腰
痛
予

防
体
操
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
②

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、ピ
ン
ポ
ン
、健
康
体
操

◇
共
通
事
項

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

●
参
加
費　

１
回
２
０
０
円（
保
険
代
含

む
。
別
途
年
会
費
１
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

不
要

　
（
一
財
）上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

子
ど
も
運
動
あ
そ
び
教
室

無
料
体
験
会

●
期
日　

３
月
29
日
㈯

●
時
間
／
対
象　

①
午
前
９
時
〜
10
時
／

年
中
・
年
長
、
②
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
／
小
学
１
〜
３
年
生　

※
い
ず
れ
も

新
年
度
の
学
年

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
内
容　

マ
ッ
ト
、跳
び
箱
、鉄
棒
、ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
の
総
合
的
運
動
遊
び

●
定
員　

先
着
各
20
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
雑
巾（
最
後
に
雑
巾
が
け
を

し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈪
〜
24
日
㈪

に
、
う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局（
TEL
71
・
５
３
９
２
、
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

講
座
・
教
室
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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社
交
ダ
ン
ス
教
室

初
級
コ
ー
ス（
前
期
）

●
日
時　

４
月
９
日
〜
７
月
２
日
の
水
曜

日（
全
11
回
）午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈪
ま
で
に
、
上

田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務
局

（
五
味
・
TEL
27
・
８
５
７
４
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

健
康
生
き
が
い
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

　

中
高
年
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
す
る
人
材
養
成
講
座
で
す
。

●
日
時　

４
月
12
日
・
26
日
、
５
月
10
日
・

24
日
、
６
月
7
日
・
21
日
の
土
曜
日
午

後
０
時
30
分
〜
午
後
５
時（
※
初
回
の

み
午
前
10
時
30
分
〜
）

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
15
名（
最
少
開
催
人
数
５

名
）　

●
受
講
料　

２
万
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

３
月
10
日
㈪
〜
31
日
㈪

に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
・
３
２
７
６
）、ま
た
は
メ
ー

ル（kuni.asakura@
nifty.com

）
で
、

長
野
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
協
議
会
東
信
支
部（
浅
倉
・
TEL

62
・
３
２
７
６
）へ
、
資
料
請
求
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
87
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

３
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
介
護
保
険
に
つ
い
て
」、「
当
セ

ン
タ
ー
へ
の
上
手
な
か
か
り
方
〜
か
か

り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
〜
」

●
受
講
料　

無
料（
駐
車
場
無
料
、
予
約

不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

新
上
田
自
由
大
学

歴
史
学
教
室

●
開
催
日　

４
月
〜
平
成
27
年
３
月
の
毎

月
第
３
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分（
４
月
は
１
時
15
分
〜
）

●
場
所　

上
田
図
書
館

●
内
容
／
講
師　
「
真
田
三
代
を
見
直
す
」

／
寺て
ら

島し
ま

隆た
か

史し

氏（
元
上
田
市
立
博
物
館

長
）

●
参
加
費　

３
０
０
０
円
／
年

●
申
し
込
み　

３
月
15
日
㈯
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
平
成
26
年
度

新
上
田
自
由
大
学
歴
史
学
教
室
受
講
希

望
を
明
記
し
、郵
便
は
が
き（
〒
３
８
６

－

０
０
２
３　

中
央
西
二
丁
目
５－

６

　

宮
澤
慎
一
宛
）に
て
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

　

新
上
田
自
由
大
学
歴
史
学
教
室

　
　
（
宮
下
）　

TEL
63
・
５
３
２
４

　
　
（
上
田
図
書
館
）

募　

集

市
民
農
園
空
き
区
画

新
規
利
用
者
募
集

●
場
所　

※
所
在
地
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
農
政
課
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
利
用
料　

１
区
画（
約
１
０
０
㎡
）年
間

５
０
０
０
円
。
区
画
に
よ
り
、
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

３
月
14
日
㈮
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。
申
込
多
数

時
は
、
19
日
㈬
午
後
６
時
か
ら
市
役
所

南
庁
舎
で
抽
選
会
を
予
定
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

講
座
・
教
室
／
募
集

農園名 所　　在 募集数
新田 染谷丘高校北側 ２
諏訪形① 諏訪形浄水場北側 ２
諏訪形② ２
塩尻 上田西高校東側 １
上田原① 県営上田野球場東側 ３
下之条 下之条公民館北側 １
神川 神川地区公民館北側 １
下室賀① ひばりヶ丘

自治会館西側
３

下室賀② １
常磐城① 旧上田警察署南側 ２
岩門 岩門公民館北側 １
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児
童
の
学
習
・
生
活
を
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

授
業
中
落
ち
着
き
が
な
く
、
席
を
離
れ

る
な
ど
、
特
別
に
配
慮
が
必
要
な
小
学
校

低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
支
援
を
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

　

①
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

方
、
②
市
内
の
小
学
校
で
無
償
の
活
動

が
で
き
る
方（
要
普
通
自
動
車
運
転
免

許
）、
③
学
校
の
教
育
活
動
に
関
心
と

意
欲
が
あ
り
、
発
達
障
が
い
な
ど
に
関

す
る
知
識
が
あ
る
方

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日（
応
募
者
と
相
談
の
う
え
決
定
）

●
活
動
内
容　

①
授
業
時
間
中
の
学
習
支

援
、
校
内
活
動
時
間
の
付
き
添
い
、
見

守
り
な
ど
の
生
活
支
援
、
②
小
学
校
か

ら
の
希
望
に
よ
り
、
時
間
帯
な
ど
都
合

に
あ
わ
せ
て
活
動
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

３
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
指

定
の
申
込
書（
学
校
教
育
課
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
左

記
へ
。

●
そ
の
他　

謝
金
や
交
通
費
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す（
保
険
掛
金
は
教
育
委
員
会
で
負

担
）。
知
り
得
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

非
常
勤
職
員
保
健
師
を
募
集

●
職
務
内
容　

乳
幼
児
の
健
康
相
談
や
保

健
指
導
、
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
相
談
業
務
な
ど

●
応
募
資
格　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
方

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で

●
勤
務
場
所　

市
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

（
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
内
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
勤
務
時
間　

休
業
日
を
除
く
月
〜
金
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
応
募
方
法　

事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、

３
月
20
日
㈭
ま
で
に
履
歴
書
、
保
健
師

免
許
証
の
写
し
を
直
接
左
記
へ
。
面
接

の
上
決
定
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

勤
務
条
件
な
ど
に
関
す
る

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
24
・
７
８
０
１

募
集

ラグビーワールドカップ
キャンプ地誘致を応援しよう

　『上田市にラグビーワ
ールドカップ2019キャン
プ地を誘致する会』は、
菅平高原に各国ナショナ
ルチームのキャンプ地を
誘致する活動を行ってい
ます。誘致活動をさらに
盛り上げ、親しんでいた
だけるよう、会の「愛称」、
「ロゴマーク」を募集しま
す。
●応募期限　４月30日㈬
●詳細　上田観光コンベンション協会ホームページをご覧くだ
さい。
　上田市にラグビーワールドカップ2019キャンプ地を誘致す
る会（上田観光コンベンション協会内）　TEL23・5408

募 集
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

平
成
26
年
度

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

小
売
店
な
ど
で
購
入
し
た
食
料
品
の
内

容
量
を
調
査
計
量
し
、
自
ら
の
消
費
生
活

に
役
立
て
、
ま
た
、
計
量
啓
発
事
業
に
参

加
し
、
計
量
の
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
食
料
品
関
係

の
販
売
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み　

３
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

真
田
氏
・
仙
石
氏
・
松
平
氏
の
城
か
ら
市
民
に
よ
る
保
存
活
動
へ

「
上う

え

田だ

城じ
ょ
う

跡せ
き

」そ
の
１

昌
幸
の
後
に
上
田
を
治
め
た
信の
ぶ

之ゆ
き

は
、
城
の
修
復
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

真
田
氏
に
代
わ
っ
て
入
封
し
た
仙せ
ん

石ご
く

忠た
だ

政ま
さ

は
、
寛
永
３

（
１
６
２
６
）年
に
上
田
城
の
復
興
に
着
手
し
ま
し
た
。
現

在
見
る
こ
と
が
で
き
る
上
田
城
の
姿
は
、
こ
の
時
に
築
か

れ
た
も
の
で
す
。
梯て
い

郭か
く

式し
き

の
曲く
る

輪わ

や
、
鬼き

門も
ん

除よ
け

を
設
け
る

点
な
ど
、
縄な
わ

張ば
り

の
基
本
的
な
部
分
は
真
田
氏
の
上
田
城
を

踏と
う

襲し
ゅ
う

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
堀
、

土
塁
な
ど
の
土
木
工
事
は
完
了
し
た
も
の
の
、
櫓や
ぐ
ら

や
門
な

ど
の
建
設
工
事
は
本
丸
の
み
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
忠
政
の
死
な
ど
の
事
情
に
よ
り
未
完
成
に
終
わ
り
ま

し
た
。
次
に
藩
主
と
な
っ
た
松
平
氏
は
大
き
な
改
修
は
行

わ
ず
、上
田
城
の
姿
は
明
治
ま
で
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

廃
藩
置
県
に
伴
い
、
上
田
城
は
国
に
接
収
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
７（
１
８
７
４
）年
に
は
民
間
へ
払
い
下

げ
ら
れ
、
櫓
や
石
垣
な
ど
は
次
第
に
失
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
多
く
の
先
人
の
尽
力
に
よ
り
、
本
丸
を
中
心
と
し

た
中
核
部
分
の
保
存
や
南
北
櫓
の
移
築
復
元
な
ど
が
行
わ

れ
、今
日
も
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
つ
づ
く
）

　

上
田
城
は
、
昭
和

９
年
に
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
範
囲
は
、
上
田

城
跡
公
園
の
う
ち
児

童
遊
園
地
、
陸
上
競

技
場
、
野
球
場
な
ど

を
除
い
た
、
主
に
本

丸
と
二
の
丸
の
範
囲

で
す
。
し
か
し
、
本

来
の
上
田
城
は
も
っ

と
広
く
、
大
手
口
は
上
田
商
工
会
議
所
の
付
近
に
あ
り
ま

し
た
。
清
明
小
学
校
や
旧
藩
主
居
館
跡
の
上
田
高
等
学
校

が
あ
る
一
帯
も
、
か
つ
て
は
三
の
丸
と
呼
ば
れ
る
城
の
内

側
で
し
た
。

　

天
正
11（
１
５
８
３
）年
、
真さ
な

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

に
よ
っ
て
築
城
さ

れ
た
上
田
城
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
に
破
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査
な
ど
で
出
土
し
た
瓦
の
紋
様
な

ど
か
ら
松
本
城
、
小
諸
城
な
ど
と
と
も
に
豊
臣
秀
吉
配
下

の
城
郭
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

上田城跡本
ほん

丸
まる

東
ひがし

虎
こ

口
ぐち
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募
集

平成26年度上田市スポーツ教室を開講します（春期・前期）
　日頃スポーツをする機会を持たない方にスポーツを実践していただくために、スポーツ教室を開講します。
初心者大歓迎です。

●対象　市内在住・在勤の成人男女（学生を除く）
※レディース・シニアゴルフは、市内在住・在勤の女性と50歳以上の男性
●申し込み　３月10日㈪～26日㈬に、窓口にある所定の申込用紙で下記、および上田城跡公園体育館管理事務所、
自然運動公園管理事務所、丸子総合体育館、真田・武石地域教育事務所へ。
　 スポーツ推進課　TEL23・6372

教室名
（期／回数）

期　間 曜　日 時　　間 場　　所
定　員
（先着順）

受講料

レディース・シニア
ゴルフ
（春期／全９回）

４月２日～
　６月４日 水曜日 午前10時～正午 グリーンヒル神畑 30名

4,000円
※別途、練習場
　使用料など

ナイターテニス
（前期／全８回）

４月８日～
　６月10日 火曜日 午後７時～９時 古戦場公園

テニスコート 60名 6,000円

スロトレとロコモ体操で
体力アップ
（前期／全10回）

４月７日～
　６月16日 月曜日 午前10時～11時30分 上田城跡公園

第二体育館 30名 3,000円

かんたん体操
ヨガ・ウォーキング
（前期／全10回）

４月１日～
　６月17日 火曜日 午後２時30分～４時 上田城跡公園

第二体育館 20名 3,000円

合気道
（前期／全10回）

４月５日～
　６月21日 土曜日 午後６時30分～８時

30分
上田城跡公園
体育館柔道場 20名 3,000円

農
家
の
お
手
伝
い
さ
ん

（
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
）募
集
！

●
日
時　

３
月
14
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合

農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
（
殿
城
80
番

地
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

予
備
自
衛
官
補

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

◇
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）　

●
応
募
資
格　

一
般
／
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
方
、
技
能
／
国
家
資
格
免
許
な
ど

が
あ
る
18
歳
以
上
55
歳（
資
格
に
よ
り

53
、
54
歳
）未
満
の
方

　

※
年
齢
は
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在

●
応
募
締
切　

４
月
２
日
㈬

●
１
次
試
験
日　

４
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫

の
間
で
指
定
す
る
１
日

◇
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格　

一
般
大
卒
程
度
試
験
／
大

学
卒
業
以
上（
見
込
み
含
む
）20
歳
以
上

26
歳
未
満
の
方
、
一
般
院
卒
者
試
験
／

修
士
課
程
修
了（
見
込
み
含
む
）20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
方

　

※
年
齢
は
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

●
応
募
締
切　

４
月
25
日
㈮

●
１
次
試
験
日　

５
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

　
　
（

市
民
課
）

講 座 ・ 教 室
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

塩田平ため池フェスティバル実行委員会

た
め
池
の
大
切
さ
を
、

も
う
一
度
地
域
に
伝
え
た
い

片か
た

桐ぎ
り

眞し
ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん

　

塩
田
平
の
た
め
池
は
、
全
国
有
数
の
少
雨
地
帯
で
あ
る
塩
田

平
に
稲
作
の
水
源
を
確
保
す
る
た
め
、
江
戸
時
代
以
降
２
０
０

か
所
以
上
に
作
ら
れ
、
現
在
で
も
約
１
０
０
か
所
が
残
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
に
農
林
水
産
省
の「
た
め
池
１
０
０
選
」に
も

選
ば
れ
、
自
治
会
や
地
域
の
団
体
な
ど
が
大
切
に
維
持
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
発
足
し
、
地
域
の
22
団
体
で
構
成
す
る「
塩
田

平
た
め
池
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」で
は
、
た
め
池
の

歴
史
的
・
文
化
的
・
環
境
的
意
義
を
見
直
し
な
が
ら
将
来
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
る
た
め
に
、
７
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
別
所
温
泉
・
西
塩
田
地
域
を
中
心
に「
第
１
回
た
め

池
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
た
め
池
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
や
資
料
の
展

示
の
ほ
か
、
雨
乞
い
汁
の
振
る
舞
い
、
民
話
の
語
り
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
中
で
も
夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
伝
統
の

雨
乞
い
行
事
で
あ

る「
百ひ
ゃ
く

八は
っ

手て

」の
再

現
で
は
、
１
０
８

名
の
参
加
者
が
火

を
つ
け
た
松た
い

明ま
つ

を
持
ち
、

「
雨
降
ら
せ
た
ん
ま
い
な
」

と
唱
え
な
が
ら
、
舌し
た

喰く
い

池

の
土
手
約
２
５
０
ｍ
を
赤
々
と
照
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
た
め

池
・
札
所
め
ぐ
り
で
は
、
同
会
の
前
身
で
あ
る「
た
め
池
活
用

委
員
会
」が
制
作
し
た「
た
め
池
マ
ッ
プ
」を
基
に
、
北
向
観
音

か
ら
舌
喰
池
ま
で
を
半
日
か
け
て
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
用
意
し
、地
域
の
方
が
た
め
池
や
文
化
財
の
説
明
を
し
た
り
、

お
茶
や
漬
物
な
ど
で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
片
桐
さ
ん
は「
塩
田
平
の
た
め
池
は
、
昔
は

雨
が
降
ら
な
い
地
域
で
稲
を
育
て
る
生
活
の
礎

い
し
ず
えで

、
食
の
原
点

だ
っ
た
。水
源
と
し
て
の
利
用
価
値
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
も
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
り
魚
が
生
育
す
る
な
ど
、
自
然
豊
か

な
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
。
美
し
い
風
景
に
心
が
和
み
、
運

動
の
た
め
、
た
め
池
の
周
り
を
歩
く
な
ど
生
活
の
一
部
で
も
あ

る
。
先
人
た
ち
が
苦
労
し
て
作
っ
た
た
め
池
の
大
切
さ
や
保
全

の
意
識
を
広
め
、
そ
の
価
値
と
地
域
文
化
を
、
未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
、
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

〈事業の紹介〉
　塩田平ため池フェスティバル
実行委員会は、わがまち魅力
アップ応援事業の採択により、
平成25年度から、ため池の価
値を再認識し、かつ地域の振興
につながるよう取り組んできま
した。今後は、より多くの人に
ため池の大切さを理解してもら
うため、東塩田地域や中塩田地
域でも塩田平ため池フェスティ
バルを開催する予定です。



丸子図書館　　　　　　　    TEL42・2414

丸子図書館「おはなし会」
　「塩川おはなしの会」の皆さんによる、紙芝居、大型絵本、
折紙などを予定しています。
日　時 　３月15日㈯10：30～
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

真田図書館　　　　　　　　 TEL72・8080

真田図書館「春休みおはなし会」
　図書館職員による絵本や紙芝居の読み聞かせをお楽しみ
ください。
日　時 　３月12日・19日・26日の水曜日11：00～12：00
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

真田図書館「おはなし広場」のお知らせ
　図書館サポーター「民話の会」の皆さんによる「さなだの
民話」の読み聞かせをお楽しみください。
日　時 　３月15日㈯10：30～11：00
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

市民プラザ・ゆう　　　　　　TEL27・2988

旅するシタール弾きのライブ
　弦楽器シタールによる北インド古典音楽を、インドの紅
茶チャイを飲みながら、時には眠りにいざなわれながら酔
いしれるライブ。後半にはシタールと三

さん

線
しん

とのセッション
あり！
日　時 　３月16日㈰14：00～15：40（開場13：30）
出　演 　伊

い

藤
とう

礼
れい

氏（シタール）、高
たか

寺
てら

知
ち

香
か

氏（三線）
 仙

せん

田
だ

学
まなぶ

氏（タブラ）
定　員 　先着50名　　　　　　 参加費 　無料
持ち物 　飲物用マイカップ　　 申し込み 　不要

山本鼎記念館　　　　　　　 TEL22・2693

休館のお知らせ
　３月27日㈭・28日㈮の間、展示替えのため休館します。
ご理解とご協力をお願いします。

「ありがとう！山本鼎記念館」ギャラリーイベント
「山本鼎記念館の芸術の日」
　山本鼎記念館閉館特別展の関連イベントとして開催しま
す。午後のひと時、お茶を飲みながら、いろいろなジャン
ルの芸術について語り、楽しみませんか。
日　時 　３月23日㈰15：00～
内　容 　①お話「芸術について語りましょう」
 ②ギャラリーイベント
　　　　　　「音楽や詩を楽しみましょう」
定　員 　先着20名
参加費 　１人500円（観覧料、お茶代を含む）
申し込み 　３月７日㈮～11日㈫に、電話で。

市立博物館　　　　　　　　 TEL22・1274

新収蔵資料　鎌原・沓掛家文書にせまる
　市立博物館と上田社会教育大学歴史研究科との協働作業
により、旧鎌原村沓掛家文書の整理を実施し、作業された
皆さんから、発表いただきます。
日　時 　３月21日（金・祝）13：30～15：00
場　所 　上田市民会館
内　容 　旧鎌原村沓掛家文書を通してみえる江戸時代か

ら明治時代の上田の様相
定　員 　80名程度
参加費 　無料（申込不要）

伊藤礼氏
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施設イベント

マルチメディア情報センター　   TEL39・1000
URL　http：//www.umic.jp/

Word初心者講座２日間コース［Word2013使用］
日　時 　４月14日・21日㈪13：30～16：00　　
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,260円）
申し込み 　３月24日㈪～４月13日㈰

パソコンで絵を描こうセミナー
　油彩やクレヨンなど本当の画材を使っているように描け
るソフト、ArtRage（アートレイジ）で、ペンタブレットを
使って描きます。自分の好きなものを写真に撮って下絵に
するので初心者でも楽しめます。
日　時 　４月12日㈯13：30～16：00
講　師 　児

こ

玉
だま

藤
ふじ

枝
え

氏（デザイナー）
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　1,500円
持ち物 　自分が描きたいものの写真データ（USBメモリ）
申し込み 　３月22日㈯～４月11日㈮

はじめてのパソコン３日間コース［Windows8使用］
　これからパソコンを始めたい方のための講座です。パソ
コンの電源の入れ方から、基本操作、ワープロソフトの
Wordを使い簡単な文書作成までを、じっくりと時間をか
けて学びます。
日　時 　４月11日・18日・25日の金曜日9：30～12：00
対　象 　これからパソコンを始める方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　3,500円
申し込み 　３月21日（金・祝）～４月10日㈭

春休みプログラムセミナー
　Nintendo 3DSのソフト「プチコン」を使ってBASICのゲー
ムプログラムを作ります
日　時 　３月22日㈯10：00～17：00
講　師 　小

こ

林
ばやし

貴
たか

樹
き

氏（スマイルブーム社長）
対　象 　小学４年～高校生
定　員 　20名（応募多数時は抽選）
受講料 　1,000円
持ち物 　昼食（3DS、プチコンは情報センターで用意。

持ち帰り不可）
申し込み 　３月17日㈪までに電話、または名前・電話番号・

学校・学年を明記の上、FAX（39・1010）、または
Eメール（info@umic.jp）で。

春休みお楽しみイベント
　ペーパークラフト、カーリングゲーム、工作教室
日　時 　３月29日㈯・30日㈰10：00～16：00
参加費 　無料　
申し込み 　不要

3Dプリンタ体験会
　当センターに導入した3Dプリンタの出力の様子を展示
し、質問に答えます。
日　時 　４月５日㈯①10：00～、②11：00～
内　容 　3Dプリンタの仕組み、出力までの手順、3Dデー

タの作成方法などの概要やセンターでの利用方
法

対　象 　3Dプリンタが「どんなものか見てみたい」方
定　員 　先着各20名
参加費 　無料
申し込み 　３月15日㈯～４月２日㈮に電話で。

池波正太郎真田太平記館　　TEL28・7100

春休み！粘土でスイーツ作り体験♪
　樹脂粘土を使って本物そっくりなお菓子の形をした雑貨
（フェイクスイーツ）を作りませんか。
日　時 　３月21日（金・祝）13：00～15：30
内　容 　メモスタンド（マカロン）、ストラップ（団子）
 各１個を作ります。
講　師 　松

まつ

崎
ざき

梨
り

絵
え

氏（フェイクスイーツデコ作家）
対　象 　６歳以上のお子さんと保護者
 ※お子さんだけでは参加できません。
定　員 　先着20名
受講料 　大人1,300円、子ども1,000円（材料費・お茶代込）
持ち物 　カッターナイフ
申し込み 　３月14日㈮までに、電話で。
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四ツ葉ス
ケッチ

　武石小学校の３年生と武石生活改善
グループ連絡協議会みそ班の皆さん
が、１月24日、武石農産加工所で味
噌づくりを行いました。
　同校では、授業の一環として学校に
隣接した畑で大豆を栽培しています。
十数年前、同会の皆さんから、味噌
づくりの話をいただいたことをきっか
けに、以来、味噌づくりを行っていま
す。この日は、家庭から持ち寄ったお
米で作った麹

こうじ

に塩を混ぜ、大きな釜で
炊いた大豆を豆つぶし機でつぶして混
ぜ、こねてソフトボール大の味噌玉を
作り、樽

たる

に仕込みました。
　滝

たき

沢
ざわ

亮
りょう

弥
や

さんは「味噌をこねるのに
力がいって大変だった」と話し、同会
班長の柿

かき

嶌
しま

祐
ゆう

子
こ

さんは「大豆は、薪
まき

で
炊き上げるのでふっくらとおいしくな
る。これが、武石の味噌づくりのこだ
わり」と話してくれました。
　この日仕込んだ味噌は10月以降、
学校給食として武石小学校全校児童で
味わいます。

手
作
り
味み

噌そ

の
こ
だ
わ
り
を
伝
授

武
石
小
学
校
味
噌
づ
く
り

　

２
月
３
日
、
別
所
温
泉
北
向
観

音
で
、
大
正
３（
１
９
１
４
）年

の
開
始
か
ら
第
１
０
０
回
の
節

目
と
な
る
節せ
つ

分ぶ
ん

会え

が
開
催
さ
れ
、

市
民
な
ど
約
３
０
０
０
人
が
北

向
観
音
境
内
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。

　

常
楽
寺
か
ら
の「
お
練
り
」の

後
、
北
向
観
音
で
行
わ
れ
た
節

分
会
に
は
、
元
横
綱
千
代
の
富

士
の
九こ
こ
の
え重
親
方
や
、
声
優
の
大

山
の
ぶ
代
さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の
稲い
な

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

二じ

さ
ん

な
ど
毎
年
恒
例
の
ゲ
ス
ト
に
加
え
、
今
年
は
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
歌
手
の
小こ

林ば
や
し

幸さ
ち

子こ

さ
ん
を

迎
え
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら「
福
は
内
！
」の
か

け
声
と
と
も
に
、
袋
入
り
の
豆
や
菓
子
、
サ
イ

ン
ボ
ー
ル
な
ど
が
ま
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
楽
寺
名
誉
住
職
で
上
田
市
名
誉
市

民
で
も
あ
る
半は
ん

田だ

考こ
う

淳じ
ゅ
ん

天
台
座
主
の
登
場
も
あ

り
、
第
１
０
０
回
と
な
っ
た
記
念
の
節
分
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら

ま
か
れ
る
豆
な
ど
を
一
つ
で
も
多
く
取
り
、
今

年
が
福
に
満
ち
た
良
い
年
と
な
る
よ
う
願
い
を

込
め
て
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

「福は内」の声高らかに
北向観音で第100回節分会
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　１月31日、丸子文化会館で陣
場台地研究委員会主催の「ワイン
を楽しむ会in丸子」が開催され、
約70人の参加者が、８種類のワ
インを飲み比べ、それぞれの味を
楽しみました。
　同会は平成12年度から塩川陣
場地区の遊休荒廃農地解消に向
けて活動し、第５回耕作放棄地発
生防止・解消活動表彰式では全国
農業会議所特別賞（全国第３位相
当）を受賞しました。
　現在は、21ヘクタールの畑に
ワイン用ブドウが栽培され、国
内外から高い評価を受けている
ワイン「マリコヴィンヤード」シ
リーズとして、ワイン愛好家に親
しまれています。

　試飲に当たり、ワインアドバイザーの田
た

中
なか

博
ひろし

さん（石
井）は、「ワインは特別なものではなくなってきている。
自宅にある野沢菜やおしんこで自分流に楽しんでほし
い」と話がありました。参加した女性からは「店頭で入
手困難なマリコヴィンヤードが飲めると聞いて楽しみ
にしていた。すっきりしていて本当においしい」と弾
んだ声で話していました。

　

２
月
８
日
、
真
田
図
書
館
で
第
４

回
真
田
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
養

士
と
し
て
真
田
中
学
校
な
ど
で
食
育

指
導
を
し
て
き
た
市い
ち

場ば

祥さ
ち

子こ

さ
ん

（
全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会
前
会
長
）

を
講
師
に「
今
が
大
事
！
心
と
体
を

育
む
食
事
」と
題
し
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
今
、
朝
食
を
抜
く
、
１
人
で
食

事
を
す
る
孤
食
、
誤
っ
た
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ど
、
食
の
環
境
が
乱
れ
て
い
ま

す
。
食
は
命
と
直
接
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
家
族
揃そ
ろ

っ
て
食
卓
を
囲
む
こ

と
で
心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
ま
す
」

と
、
市
場
さ
ん
が
中
学
校
で
取
り
組

ん
で
き
た
話
を
参
加
者
は
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
「
地
元
の
食
材
を
使
い
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。
地
域
の
自
然
や
産

業
へ
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
者
な
ど
へ
の
感
謝
も
育
ま
れ
ま
す
。

食
事
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
食
事
の
楽
し
さ
を
知
り
、
心
と
体
が
健
康
に
な
り

ま
す
」と
家
族
で
食
卓
を
囲
む
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
の
孫
を
も
つ
女
性
は
、「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
な
る
よ
う

工
夫
し
た
い
で
す
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今が大事！心と体を育
はぐく

む食事

家族揃
そろ

って食卓を囲んでいますか？

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
in
丸
子

も
っ
と
自
分
流
で
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
ほ
し
い
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読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

メール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：160,970人 男：78,699人 女：82,271人 世帯数：65,514世帯
　　　（3,319人） 　　（1,545人） 　　（1,774人）

人の動き（平成26年２月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　

国
分
上
沢
に
あ
る
蚕こ

影か
げ

神
社
で
、
１
月
12
日
、
悪
魔
祓ば

ら

い

と
五
穀
豊
穣
を
願
う
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
上

沢
獅
子
は
文
政
年
間（
約
１
８
０
年
前
）か
ら
こ
の
地
に
伝
わ

る
民
俗
芸
能
で
、
そ
の
昔
は
、
お
正
月
に
各
家
を
回
り
、
悪

霊
・
悪
魔
祓
い
、
五
穀
豊
穣
と
招
福
を
願
う
行
事
で
し
た
が
、

時
代
の
変
遷
を
重
ね
、
現
在
は
、
神
社
へ
の
参
拝
と
獅
子
舞

の
奉
納
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
の
２
日
前
に
は
雪
も
舞
い
積
雪
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
ま
っ
た
く
雪
も
な
く
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
例

年
を
上
回
る
１
０
０
人
近
く
が
集
ま
り
、
多
く
の
参
加
者
が

熱
心
に
見
守
る
中
、
笛
、
太
鼓
、
口
三
味
線
に
合
わ
せ
て
力

強
い
迫
力
あ
る
獅
子
の
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

奉
納
さ
れ
た
獅
子
舞
は
、
上
沢
獅
子
保
存
会
名
誉
会
長
の

竹た
け

内う
ち

良よ
し

一か
ず

さ
ん
が
獅
子
保
存
会
メ
ン
バ
ー
に
対
し
、
上
沢
の

伝
統
文
化
が
末
長
く
継
続
で
き
る
よ
う
に
長
年
に
わ
た
り
指

導
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

獅
子
舞
の
奉
納
が
終
わ
る
と
、
分
館
長
の
竹
内
美み

恵え

子こ

さ

ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
神み

酒き

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
恒
例
の
ど
ん
ど
焼
き
が
始
ま
る
と
、
前
日
に
作
っ

た
ま
ゆ
玉
を
付
け
た
柳
の
枝
を
持
っ
た
大
勢
の
小
学
生
が
、

ま
ゆ
玉
を
焼
い
て
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
腰こ

し

越ご
え

柊し
ゅ
う

人と

君（
神
川
小
５
年
）と
日ひ

菜な

さ
ん（
同
３
年
）は「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
来

年
も
来
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
沢
獅
子
神
楽
を
奉
納

記
事
投
稿
／
上
沢
自
治
会
祭
り
実
行
委
員
会
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